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生態系への影響を抑止するための手法の開発
が求められています。植物BVOCに関する学
術研究から，温暖化をストップすることは容
易ではありませんが，得られた知見から，温
暖化が生物間相互作用に与える影響を軽減さ
せるための対抗策を打ち出すことは可能で
す。
今後，BVOCと温暖化の関連に関する基礎
研究を進める一方，応用研究を加速させるた
めのさまざまなアプローチを試みていきたい
ところです。
現在，我々が推進する研究プロジェクトで
は，重粒子線を照射することで高温ストレス
に強い天敵種を作出することを目指していま
す。重粒子線は癌治療に頻繁に用いられるこ
とから一般的にも知られている技術ですが，
学術的には生物のDNAに突然変異を誘発さ
せるためのシステムとしても利活用されてい
ます。現在我々は，アルゴンやネオン等の重
粒子線をチリカブリダニに照射することで，
高温環境下でも生存できるカブリダニ変種を
作出しようと試みています。これらの照射ダ
ニの中で，猛暑日や高温の温室でも活発に活
動できる変異株を選抜し，農業に活用するこ
とを目指します。これまで，野生種のチリカ
ブリダニでも35˚Cの高温環境で高い捕食率
を一時的に保持できることが示されており，
長期の高温環境で高い生殖率や，より高い捕
食率を持つチリカブリダニ変異株を開発する
ことに成功すれば，猛暑環境においてもチリ
カブリダニを天敵農薬として活用することが
できます。
さらに一方，分子レベルでの植物の高温耐
性機構を解明することで，高温でもBVOCを
放出できる植物を開発することも可能です。
例えば，高温ストレスに耐性に関連した制御
因子を組換えた植物を作出することにより，
高温条件下でも光合成などの代謝能力は維持
され，BVOCの放出量も維持されます。ある
いは，高温によって活性化される遺伝子プロ
モーターを活用することで，高温ストレスに
誘導的に生産されるBVOC放出植物を作るこ
とも可能です。これらの植物と天敵種の両者
を同時に改良することで，温暖化に適応した
農業システムを開発することを目指します
（図４）。
図４　バイオテクノロジーによる植物―天敵間の相互作用の促進
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